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成果の概要／安藤悠太 

 

 

本助成をいただき，アイルランドのダブリンにて 2018年 7月 8日～12日にかけて開

催された 8th World Congress of Biomechanics (WCB2018)に参加し，ポスター発表と

情報収集を行った．WCB2018は，世界中のバイオメカニクス分野とその関連領域の研究

者が一堂に会する，4年に一度開催される世界会議である．バイオメカニクスは，分子，

細胞，組織，器官といった多階層に渡る生命現象を力学的な観点から理解するために，

実験，数理モデリング，シミュレーションなどを用いる，工学，医学，生物学，物理学

などの学際研究領域であり，多様なアプローチにより生命現象に迫ろうとしている分野

である．今回の WCB2018では，The Convention Centre Dublin に 70ヶ国以上から多数

の研究者が集い，口頭およびポスターを含めて 4000件以上の発表が行われた． 

WCB2018では 5日間にわたって非常に充実したセッションが設定されており，ほとん

ど休む間もなく会場を巡り聴講した．中でも自らの興味に近い，細胞バイオメカニクス

の分野の発表を中心に，海外ではどのような課題意識の下で研究が行われているのか感

じることができた．特に，普段よく参考にしている論文を執筆された先生方の発表は圧

巻で，日々先へ先へと進んでいっている学問分野であることを強く再認識した．また，

普段あまり接することのないさまざまな研究内容にも触れることができ，バイオメカニ

クスの幅広さも実感した．キャパシティの小さい会場が散見されたため，会場が立ち見

で溢れかえってしまい聴講できなかったセッションがいくつかあったのが心残りであ

った． 

自身のポスター発表は，最終日の 12日に，”Adhesion-restricted microstructured 

mesh sheets induce spontaneous differentiation and cyst formation by mESCs”

と題して行った．本研究は，細胞接着環境を調節できる微細加工培養基板を用いて，マ

ウス ES 細胞に自発的な分化と立体組織形成を誘導できたことを示したものである．近

年，多能性幹細胞の集団に自己組織化を誘導する手法が注目されているが，細胞接着に

関わる微小環境がどのように多能性幹細胞の集団に対して影響しているかについては

よくわかっていない．そこで，作製した微細加工メッシュ構造基板を用いて，細胞－基

質間接着領域を制限した環境下で，生化学的な因子の添加をせずにマウス ES 細胞を培

養した．培養したマウス ES 細胞は，自発的に網目を埋め細胞シートを形成し，さらに

培養を続けるとドーム状の立体組織を形成する様子が観察された．さらに，これらの細

胞の遺伝子発現を，DNA マイクロアレイ解析と免疫蛍光染色法を用いて検証した結果，

始原生殖細胞様の発現変化が認められることがわかった．ポスター発表には，最終日だ

ったためか人出がやや鈍っていたようだったが，じっくりコメントをくださる方に複数

来ていただいた．顔と名前が一致するような著名な先生方にも見に来ていただき大変嬉



しく感じた一方，ポスドクなど年齢の近い方々と意見交換できたことも非常にためにな

った． 

このような大規模な国際研究集会に参加したのは初めての経験であったため，すべて

の面について非常に有意義な日々を過ごせた．WCB2018は 4年に一度の世界会議であり

（毎回ワールドカップと重なるようである），博士後期課程 1 回生というタイミングで

参加できたことは幸運だと感じている．最新の刺激的な研究内容について触れられたこ

とはもちろん，日本での国内会議とはやや異なる海外の方のプレゼンテーション方法を

体感できたことを，今後の研究と発表に活かしていきたいと思っている．具体的には，

研究発表を魅力的に見せる言葉の選び方，絵の見せ方，軽いジョークの挟み方など，国

内会議ではあまり取られないプレゼンテーション方法が新鮮だった．また，自身の英語

力についても課題を感じた．特に，英語で論理的に順序立てて説明することを難しく感

じているが，研究発表の場合ではこれが最も重要なスキルであると感じた．今後，国際

的な交流の機会を積極的に増やすとともに臆せずディスカッションをしていくべきで

あると思い，英語力の向上にさらなる意欲が湧いた．そして，ダブリンという世界都市

での滞在も大いに楽しめた．滞在した宿は，Trinity College Summer Accommodationと

いう，学生寮を夏季休暇の間ホテルとして旅行者が泊まることのできる施設で，ヨーロ

ッパでの学生生活を少しばかり垣間見ることができた．Congress party はギネスビー

ルの施設である Guinness Storehouseを貸し切って行われ，アイルランドの料理（もち

ろんギネスビールとともに！）と楽器演奏による盛大なもてなしとともに，さまざまな

国からの研究者と交流することができ，気がつけば日をまたいでいるような盛り上がり

ようであった．このような交流の場を活かして人脈を繋いでいくことも国際的な研究に

おいては重要なのであろう．将来の国際的な活躍を目指して，今後も国際研究集会や留

学への挑戦を臆せず行っていきたい．そのためにも，専門分野の国際的な情勢を注視し

ながら，日々の研究を着実に誠実にこなしていくことが大切であると感じた． 

最後に，本助成をいただいたおかげで，WCB2018に参加し研究発表と情報収集を行う

ことができたことに対して，重ねて感謝の意を申し上げます．今回得た経験と知見を活

かして，今後の研究と学生生活に邁進して参ります． 

 


